
《
一
般
質
問
》

国
保
税
や
住

民
税
な
ど
の
滞

納
を
放
置
し
た

り
、
相
談
後
に

分
割
納
付
中
で

あ
っ
て
も
収
入

額
が
増
え
た
場

合
な
ど
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る

と
、
給
料
や
預

貯
金
・
不
動
産

な
ど
差
押
え
と

な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

収
入
額
の
変

動
は
、
そ
の
都

度
、
納
税
課
に
相
談
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
督
促
状
・
催
告
書
の
行
政

用
語
は
難
解
で
誤
解
も
生
じ
や
す
い

の
で
、
市
民
に
も
分
る
表
現
、
親
切

な
説
明
を
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

法
律
で
は
、
生
活
に

必
要
な
金
額(

物)

を
差

押
え
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
仕
事
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
、
領
収
書
は
必
ず
こ
ま
め
に

保
存
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
２
ヶ
所
以
上
か
ら
の
収
入

や
結
婚
で
扶
養
者
が
増
え
た
時
な
ど
、

確
定
申
告
等
で
減
税
と
な
る
場
合
も
。

＊
日
本
共
産
党
の
相
談
窓
口
は
、

(

０
９
０
８
３
９
０
６
２
２
２)

で
す
。

コ
ロ
ナ
関
連
の
失
業
や
休
業
、
そ

の
他
で
職
場
の
寮
な
ど
住
居
を
失
っ

て
生
活
保
護
申
請
を
す
る
人
は
、
本

市
で
年
間
５
～
８
件
あ
る
そ
う
で
す
。

支
援
は
、
住
民
票
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
届
出
を
受
け
た
自
治
体
が
責

任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
「
ま
ず
は
家
族
の
援
助
を
」

な
ど
と
帰
す
こ
と
な
く
、
生
活
状
況

を
て
い
ね
い
に
聞
き
、
受
理
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
家
族
へ
の
照
会
も

生
活
保
護
申
請
の
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

で
あ
る
の
は
周
知
の
事
実
で
す
。

厚
労
省
も
「
た
め
ら
わ
ず
に
申

請
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
（
気
管
内
吸
引
や
胃

ろ
う
管
理
な

ど
）
を
必
要

と
す
る
児
童

へ
の
支
援
に
関

す
る
法
律
が
で

き
ま
し
た
。

春
日
市
で
は
、

４
月
か
ら
直
営

保
育
園
に
看
護
師
が
配
置
さ
れ
、
受
け

入
れ
が
始
ま
り
ま
す
が
、
市
内
に
は

受
け
入
れ
で
き
る
幼
稚
園
は
無
く
、

他
市
に
通
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

三
重
県
松
阪
市
が
行
っ
て
い
る
よ

う
な
「
市
外
へ
の
通
院
通
学
等
の
交

通
費
補
助
」
を
求
め
ま
し
た
。

幼
児
教
育
は
小
学
校
就
学
前
教
育

と
し
て
も
重
要
で
、
医
療
的
ケ
ア
児

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
あ
る
よ

う
に
「
全
国
ど
こ
に
い
て
も
、
だ
れ

で
も
同
じ
く
教

育
を
受
け
る
権

利
」
が
保
障
さ

れ
る
整
備
が
急

が
れ
ま
す
。

《
侵
略
戦
争
に
対
す
る
非
難

決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
》
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春日民報
ＮＯ．２７
日本共産党
春日市会議員

よしい恭子
下白水北5-18

☎574-2076

～どうしたら差押えを防げるか～

無料法律・生活相談会＊秘密厳守
とき５月25日8(6/22.7/27)19～20時半

ところ下白水北公民館(岩田屋サロン裏)

＊法律関係：弁護士対応、その他議員対応
＊お急ぎの方は☎０９０８３９０６２２２

③

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

＜３月議会の主な議案と賛否＞
① 市職員育児休業等に関する条例一部改正
② 公の施設の設置と管理に関する条例一部改正
③ 国民健康保険税条例の一部を改正
④ 保育所設置条例の一部を改正
⑤ 令和4年度春日市一般会計予算
⑥ 国民健康保険事業特別会計予算
⑦ 後期高齢者保険特別会計予算
⑧ 下水道事業会計予算
＊③ ⑤ ⑥ ⑦ について増税などの理由で反対
しました。(詳細はウラ面をご覧ください)

こ
ん
に
ち
は

②

生
活
保
護
は
国
民
の
権
利

市
が
責
任
を
持
っ
て
対
応 よしい恭子ＨＰ

市
か
ら
の
書
類
、
医
療
費
や
必
要
経
費

の
領
収
書
は
捨
て
ず
保
管
を
！

①

滞
納
整
理

（
要
約
）
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
、
国
連
憲
章
や
国
際

法
に
違
反
す
る
暴
挙
で
あ
り
断
じ

て
容
認
で
き
な
い
。
春
日
市
議
会

は
、
ロ
シ
ア
と
協
力
国
に
対
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
強
く
非
難
す

る
と
と
も
に
武
力
行
使
の
即
時
停

止
と
軍
隊
の
完
全
撤
退
、
及
び
国

際
法
の
遵
守
と
平
和
的
な
対
応
を

強
く
求
め
る
。

令
和
４
年
３
月
７
日

春
日
市
議
会

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
を
強
く
非
難
す
る
決
議

2022年３月議会報告



令
和
４
年
度
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
比
約
３
％
増
の
３
５
５

億
１
千
万
円
、
歳
入
の
う
ち
市

税
は
、
対
前
年
度
比
７
％
増
の

１
３
４
億
５
千
７
百
万
円
で
す
。

歳
出
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ア
リ
ー
ナ
の
観
覧
席
階
段

の
手
す
り
設
置
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
保
育
園
受
入
れ
体
制
の
整

備
、
就
労
準
備
支
援
事
業
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
予
算
や
考
え

抜
か
れ
た
教
育
予
算
な
ど
評
価

で
き
る
点
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

３
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
、

公
務
員
や
正
規
労
働
者
、
資
産

家
な
ど
、
影
響
を
直
接
受
け
な

い
世
帯
以
外
で
は
年
間
の
税
金

の
滞
納
件
数
が
増
加
し
、
差
押

え
が
千
件
に
及
ぶ
な
ど
、
厳
し

い
生
活
状
況
に
あ
り
ま
す
。

度
重
な
る
学
校
休
校
で
給
食

を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
、

不
安
な
中
で
出
産
し
た
母
親
た

ち
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
非
正
規

労
働
者
な
ど
へ
の
市
独
自
の
支

援
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

西
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
広
場
の
整
備
費
に
１
億
７
千

５
百
万
円
を
使
う

余
裕
が
あ
る
な
ら
、

今
す
ぐ
支
援
が
必

要
な
市
民
へ
の
予

算
も
組
め
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
指
定
管

理
者
の
収
支
計
画(

予
算)

書
の

人
件
費
や
事
業
費
の
詳
細
は
、

市
に
よ
っ
て
黒
塗
り
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書

館
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

５
つ
の
事
業
だ
け
で
も
合
わ
せ

て
８
億
円
を
超
す
予
算
が
、
市

民
に
公
表
し
な
い
ま
ま
事
業
者

に
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
に

説
明
の
で
き
る
、
市
民
の
た
め

の
、
よ
り
良
い
予
算
編
成
と
は

言
い
難
い
の
で
反
対
し
ま
し
た
。
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国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部

改
正
に
つ
い
て(

反
対
討
論
要
約)

未
就
学
児
の
均
等
割
が
半
額
に

な
る
も
の
の
全
体
の
国
民
健
康
保

険
料
を
増
額
す
る
も
の
で
、
１
人

当
た
り
の
納
付
金
は
、
平
均
で
年

４
，
９
９
７
円
の
引
上
げ
と
な
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
市

民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
逆
に
引

下
げ
る
べ
き
で
す
。
こ
の
増
税
が

反
映
さ
れ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
も

反
対
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て(

反
対
討
論
要
約)

後
期
高
齢
者
医
療
費
は
、
発
足

当
時
よ
り
一
万
円
も
上
が
り
、
均

等
割
額
５
万
５
，
６
８
７
円
が
５

万
６
，
４
３
５
円
へ
増
額
、
賦
課

限
度
額
６
４
万
円
が
６
６
万
円
へ

と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
年
一
〇
月
、
年
齢
的
に
有
病
率

が
高
く
、
怪
我
の
リ
ス
ク
も
あ
る

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
１
割
が
、

２
割
へ
と
倍
加(

所

得
に
よ
る)

さ
れ
ま

す
。
こ
の
２
点
に
よ

り
反
対
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

＊
参
議
院
選
挙
は
７
月
１
０
日
に
行
わ
れ
ま
す

ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
へ

８
時
間
働
け
ば

《
日
本
共
産
党
は

反
戦
貫
き
今
年
百
歳
》

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
、
す
べ
て
の
加
盟
国
の
主
権

平
等
、
国
際
関
係
に
お
け
る
武
力

に
よ
る
威
嚇
と
武
力
行
使
の
禁
止

な
ど
主
要
原
則
を
定
め
た
「
国
連

憲
章
」
に
違
反
す
る
行
為
で
す
。

国
際
世
論
の
力
で

侵
略
を
止
め
、
侵
略

者
に
責
任
を
と
ら
せ
、

国
連
憲
章
に
基
づ
く

平
和
の
国
際
秩
序
を
回
復
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
危
機
に
乗
じ
て
、

九
条
改
憲
、
軍
備
拡
大
や
核
共
用

を
訴
え
画
策
す
る
の
は
、
戦
前
の

軍
が
行
っ
て
き
た
事
と
同
じ
で
す
。

戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に
知
恵

と
力
を
尽
す
の
が
政
治
で
あ
り
、

「
憲
法
９
条
」
の
理
想
を
実
現
す

る
た
め
に
努
力
を
す
る
の
が
政
治

の
役
割
で
す
。

日
本
共
産
党
は
反
戦
平
和
を
貫

い
て
今
年
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

憲
法
９
条
を
活
か
し
た
外
交
努

力
で
平
和
を
創
出
す
る
の
が
日
本

共
産
党
の
安
全
保
障
の
根
本
で
す
。

参院選福岡選挙区予定候補

まじま 省三 氏

日本共産党がよく分かる

はてな？リーフはこちら→


